
魔法の国の会計学　アリス商会
のアリスたち

cocoratte



出会い！始まり！出会い！始まり！

簿記とはもともと古イタリアを発祥とする学問。

その基盤となったのは、カルダーノらの数学者たちの著作。

そもそも、商人たちは、数学の本を勉強することによって、

商売に必要な、簿記や会計を運用していたのである。

ところが・・・。

「ええい！！　面倒くさい！！」

「俺たちは勉強なんてしたくないんだ！！」

こうして、イタリア中の商人たちが一つの難題に、立ち向かった結果・・・。

数学と計算を正確に行い、そして会計知識をもつ、機械人形たち。

"アリスシリーズ"が生み出されたのである。
さて、そんな国でしたが、ある村の端っこの雑貨屋さんに、

ティアラという女性の商人がいました。といっても、この雑貨屋さんは、

大してものが売れません。

なんといっても機械人形がいないのですから。

と、そこにやって来た一人の女の子。赤いドレスをまとった女の子が旅行かばんといっしょに、

ティアラの雑貨店に入ってきました。

「そこ、どきなさい」と彼女は唐突に言いました。

カウンターに座って、あたりに寂しい風を吹かせているティアラにむかって。

「え？」

「あたしはアリス。あなた？　ティアラね？」と女の子は言いました。

「ということは？　あなたはもしかして？　叔父様が頼んでくれた？」

「そう。あたしはアリスシリーズ００７シリーズ、機械人形のアリス・マーガレット。あなたの

お店、手伝いたいの」

「手伝いたい？」

「どいて？」

すると、ティアラさんは、大喜びで、カウンター越しにアリスに抱き付きました。

「あー、これであたしにも、あの！！　経済学だの！！　経営学だの！！

数学だの！！　そういったものが必要なくなるのねえ〜♪」

「それは違うわ」

「違う？」

「あたしたち機械人形は、あくまで人間に忠実。そのための経営の最終判断は

あなた、つまり人間が決めること。あたしにできるのは」

とアリスは、ティアラからいったん離れると、もっていた画用紙にペンでさらさらと図を描いて

いきます。

「計算と数学、簿記よ」そこには複雑な図が描かれています。それは簿記表でした。



「ぶー。なんでもできると思っていたのに・・・でも」とティアラ。

「でも？」

「大助かりですわ」とティアラは今度は、優しく小さなアリスの手を握りました。

「まあ。ね。そう・・・言うと思っていたわ」と無表情ながら、言葉が柔らかくなったアリス。

「じゃあ早速歓迎パーティをしないとね」

「もう。ティアラ？」とアリスは無表情ながら、あきれ顔。

「なに？　アリスちゃん」と慈雨のごとく微笑むティアラ。それを見せつけられると、アリスは

なにもいえません。

「いいわ。許してあげる」ため息。

「じゃあ。決まりね。好きなものはなに？」

「計算？」

「え」ティアラの顔が引きつる。

「うそ。甘〜いアップルパイが好きだわ」

こうして、二人の甘〜いアップルパイのような楽しい日々が始まったのでした。



数学！＆機械萌え！数学！＆機械萌え！

ふたりはわいわいと歓談し、お茶を飲みながら、ジェラートやアップルパイを

食べていました。

「早速、店の商品の棚卸を行うけれど、一つ質問してもいい？」

「なにかしら」

「カルダーノのことよ」

「そうね。アリスたちにとっては大切な人ですものね」とティアラが微笑む。

「そう。でも今は、ただ知りたいだけ」少し沈うつな顔になるアリス。

それはアリスシリーズのアルゴリズムを作った人が、カルダーノだから。

カルダーノは200年以上前の人物だ。
「ええと、あなたたちを最初に作った方の一人じゃないかしら？」

「そうよ。でも彼の残した数学そのものは、それ以上は発展しなかった。なぜだと思う？」

確か、カルダーノは三次方程式の解の解き方を見つけた人。

「そうよねえ。二次方程式や三次方程式とかを解いたところで、役に立たないからじゃないかし

ら？」

「その通りなのよ。そのあと、欧州で、数学がギリシャ数学から離れて、発展したのは、航海術

に使われた対数や指数。そしてコンパスによる測量、大砲の弾道計算。あと、印刷技術の発明が

大きいわね。だからカルダーノは最初の人形プログラマーであって、数学者じゃないのよ」

「ちょっとしんみりしてしまうのはなぜかしら？」とティアラ。

「分からないわ」とつんと澄まして、アリスは皿を片付けだす。それはアリスが寂しそうだか

ら？

とティアラは気づく。

「でも、一ついえるのは、あたしたちは、歯車による、計算が心を生んでいるってこと」

「そうよねえ。不思議でもなんでもないけれど、機械なんでしょう？　ご飯とか消化できる

の？」

「できるわよ？」

「？？」（まあいいか）

と、ティアラは思いました。

さて、アリスとティアラが商品を仕分けていると、機械人形の噂を聞きつけた、村のみんなが

やってきて、アリスの周りに集まりました。といっても男性ばかりです。

「これが機械人形か」

「も、萌えるな」

一人の男が手を差し伸べました。アリスはちゃんと握手します。

「え！　アリスちゃん！？　いつものように「無礼者！！」っていわないの！？」ティアラは驚

きました。

「アリスちゃん、マジ天使ッス！！！　機械人形、万歳！！」と村の男たちが叫びました。



そして、雑貨店の商品は、なにも売れていません。男たちはアリスの写真をとっています。

機械人形というのは普通の女の子よりも美しいのです。

「こらー！　仕事さぼってんじゃないわよ！」と村の女たちが彼らをまとめて店から引き剥がし

ました。

ティアラの雑貨店に静けさが戻ってきました。

「機械人形は人間には逆らえないのよ」とアリス。澄ました表情だ。

「そうなの・・・？」とティアラ。

「それも、きっと機械でできた心のせいね」

「ってわたしには逆らっているような気がします！　絶対です！」ティアラはハンカチをぐいぐ

いとかみ締めると、ヘッドバットを決めた。「う、うがー」

「だって、ティアラちゃんは・・・」アリスが困ったようにいう。

「あたしは・・・？」ヘッドバットで、ようやく落ち着いたティアラが言った。

「大切な人だから。本当のことを言いたい・・・から」

「えっと・・・分かった」二人のあいだに友情がはじめて生まれた。

「それに、ああいった人たちにちやほやされるのって嫌いじゃないですし」アリスはやっぱりア

リスであった！

「ってそこかあ！！！！」ティアラがハンカチを噛みながら、空中に向けてジャンプした！

ぴょーんぴょーん。

なぜそれをするのか？　

それは、おそらくフロイト的衝動であり、かつ、彼女の暴走は危険水準に達しているので、アリ

スは結局いつも通りのやり方で行くしかなかった。

「悪い！？」

「悪くない！　悪くないけど！」

ってなにを不毛なことをしているんだ。と気づいた二人は、すぐに仲直りすると、商品を売るた

めに、帳簿に手をつけた。

「うわあ」とアリスがいった。その商品取引の記録の最終の日付は十年前・・・。

「あなた、もしかして何も記帳していなかったの！？」とアリスは叫んだ。



家計簿！＆単式簿記！家計簿！＆単式簿記！

「あるわよ！　裏帳簿なら！」ティアラがぷんぷんしていう。

「ってこれは家計簿ね？」とアリスは表紙の文字を読む。

「どう」誇らしげにティアラがいう。

「ふむ。よろしい。ページの右の備考欄になにか書いてあるわね」

とアリス。

「100個の飴玉を仕入れた。価格○○円」の隣には「2個なくしてしまった」といった具合に。
「なるほど。なるほど。ノートはこれ一冊？」とアリス。ティアラはさらに数冊のノートを

手にする。その最初のページには稚拙な子どもの描いた落書き。そこから少しずつ幼い手による

文字と数字が並べられていく。

「これは・・・なに？」

「もともとここは、父さんがやっていたお店なのよ」とティアラは苦笑いする。

「だから、さっきあなたに手渡したのは、父さんのつけていた十年前の帳簿。父さんが亡くなっ

てからは、１０才にもならない女の子が、店を切り盛りしていたのよ。学校をやめて」

「そう」アリスは無表情にいう。

「でも父さんがちゃんと残してくれた本のおかげで、あたしは、少しずつ勉強したのよ」

「じゃあ、なんで複式簿記じゃないのかしら？」

「それは人生は一つしか答えがないわけじゃないから。まああたしもサボっちゃたし」

「そうね。家計簿だって、立派な簿記だわ。正確には単式簿記だけど。でも複式簿記も学んだほ

うがいい」

「なんで。あなたが来てくれたんでしょ？」とティアラがふわりと一回転する。嬉しそうに。

「・・・お別れはいつ来るか分からないから。」とアリス。

「・・・そうね。あなたに、甘えていられない」

「じゃあ。始めましょうか」とアリスがいった。

「この帳簿、もとい家計簿を調べるから、一晩頂戴」

そうアリスがいった。

「分かったわ」

「まずは会計のシステム化が必要ね」とアリスはつぶやく。

「システム化？」

「問題を誰でも解決できるようにする手法ね」

「あなたたち、機械人形ってホントに物知りね」とティアラ。

「それは長く生きてきたせいよ」

とアリスがいった。夕食を食べると、アリスは蝋燭の明かりで、日記や家計簿を読んでいる。

集中力が途切れないのは、さすが機械人形といったところだ。



ライバル出現！？＆限界革命！ライバル出現！？＆限界革命！

翌朝、ティアラが目を覚ますと、すーすーと疲れて眠る、アリスがいた。

（たぶんメモリを初期化しているんだわ）とティアラは思う。

「ありがとう」その手元には書き上げられた書類が。

それにぱらぱらと目を通し、住居である二階から一階に降りると、朝の光が心地いい。

「昨日はアリスちゃんが来ちゃったんだよね。それにこの書類！」それは端正な字で、執筆され

た帳簿だった。

あたしのこれまでの取引が。とティアラは思う。

たぶん完全ではないだろう。元帳簿の記録ミスのために。しかしそれでも感動的だった。

と、そこに。

「ほう。あやつめ、また人を騙くらかしたのか？」と黒い翼の生えた機械人形が木の枝のうえか

らいう。

庭に出た、ティアラにむかって。

「さあ、その帳簿。渡してもらおうか？」と機械人形がいう。

「あ、あなたは誰よ！？」とティアラ。あとずさる。

「お前は！」と異変に気づいた、アリスが二階の窓からジャンプして、二人の間に入る。

一瞬の沈黙。

「そこの娘。名はティアラか？」と黒い翼の機械人形。

「本来、そなたの叔父上から、任命されたのはこのわたしなのだよ」

「え・・・」とティアラはアリスを見る。

「そこのアリスはそれを知って、一日だけ早く到着したのだ。正式な許可もなしに」

（本当なの？）とティアラは思う。

アリスはなんのために？

「そして、この店を救えるのはこの私！　第20世代のアイシャ・クレメンスよ！」
本来なら、アリスは自信ありげに反論するはず。

しかし、ぐっと拳を握り締めたまま、反論しない。

（なんで！？）

とティアラは思う。

「反論せぬか。まあ所詮お主は13世代前のポンコツだからな。こうしてチンケな詐欺師となって
いるわけだ」

「ぐ」とアリス。

「アリスはポンコツじゃない。現に今だって、徹夜で！」とティアラは帳簿をかかげる。

「小娘よ。限界革命を知っているか？」

「は、はい？」ティアラは目を丸くする。

「知らぬようだな」とアイシャが冷静にいう。

「この世界に、経済学者たちが誕生したとき、そばに計算を自由に行える機械があるのとないの



とではなにが違うと思う？」

といわれても、ティアラにはさっぱりと分からない。

「それはニュートン卿やライプニッツ卿が発明した、最新の計算手法！微分！積分を使えるこ

と！そして、おそらく、この世界では限界革命ははるかに早く到来しているのだよ！」

そして。

「諸君らのはるか100年以上、旧型の第七世代モデルでは、それが行えまい。微分や積分のための
計算機械を積んでおらぬためだ。まあ仕方あるまい。カルダーノモデルには、微分や積分は全く

できぬ！　そのため、店の経営を建て直すのは不可能！」とアイシャ。

「認めるか？」

「・・・」

「うん？　よく聞えなかったぞ、もう一度聞く。認めるか？」

「認める・・・」とアリスはいった。そして拳をおろす。

「そうか。認めたか？　はっはっは。なにしろ貴殿の力は、帳簿知識と足し算と引き算、掛け

算、割り算しかできぬからなあ」

「だが！！！！！！！！！」とそれをさえぎり、大音声でアリスが叫ぶ。

「カルダーノモデルには、そして、第十世代モデルまでの機械人形には、「合理」だけではな

い、「心」があった！」とアリスが叫ぶ。

「なんだ？　心？　そんなもので貴殿の行為の説明ができるとでも？」

「そもそも、この「行い」が心の表れではないか？」とアリス。

「意味が分からないが？　小娘よ。説明できるか？」

「・・・分かる。」とティアラはアリスのそばに寄った。

「なにが？」不思議そうなアイシャ。

「あなたがとっても哀れな機械人形だってこと」

「なんだ？　そういうことか？」再びおかしそうに笑い出す。

「やれやれ」とアリス。ティアラを押しとどめると。

「貴殿は殿方とともに眠ったことは？」とアリス。

「そんな不必要なことはしない。というか、そんな下衆なマネをして生きていたのか？　笑いも

のだなあ」

「ところがそれを人は愛と呼ぶのだよ。つまり」とアリスは言葉を止めると。

「貴殿には愛がないのだ！」と再び大きな声で指摘する。

「愛がない・・・！」

その言葉で形相が変わる、黒い翼の機械人形。アイシャ。

「不穏な空気ね」とティアラがいう。

「分かった」と再び冷静にアイシャがいう。

「その娘がわたしを嫌っているのは理解した。だが、任務は果たさねばならない。そのため、わ

たしがこの店の経営を、支援する。というのはどうだ？」

（う）（う）と路線変換に行き詰る二人。



限界革命というのは、たとえるなら、微分や積分によって、合理的な経営戦略を行うこと。

ところが、アリスはそれが行えない。

となると、アイシャの力に頼るしかないのではないだろうか？

「まあよく考えることだな？」

と翼を広げて、去っていくが、

途中で落ちた。

「え、なんで落ちるの？」とティアラ。

「航続距離が短いからではないだろうか？」

駆け出す二人。アリスとティアラ。

「まさか助けられるとは・・・ぐ。一生の不覚」

「というか、あなたってもしかして・・・意外に間抜け？」

「そうだな。その通りだ。じつは、これが最後の任務なのだよ。020シリーズとしての」
「なぜ？」とティアラ。

「我々020シリーズは任務に失敗することが多い。そのため、アリス商会は、020型の全面廃棄を
命じた。」

全面廃棄・・・。

（だから、わたしのまえにあらわれて、任務を果たそうと？）

とティアラ。

「アリスは知っていた？」

ふるふると首を振るアリス。

「正直に言えばいいのに」とティアラ。

「どうせ心がない。とでもいうのだろう。その通りなのだが」

「違う！」とティアラはいう。

「だって、アイシャに心がないように見えるのは、微分・積分ができるからでも、「合理的」だ

からでもじゃない！　心が、疲れているだけ！」

「心が疲れる・・・」とそれを聴いて、アイシャはほっとしたように笑った。

「そうだな。わたしは疲れている・・・」そして、アイシャは長い眠りに落ちた。

翌日。

「って、なんでいるのかしら？」とティアラ。

二人の機械人形を見て。

「いや楽しそうだから？」とアリス。

「昨夜はたっぷりと教えてもらったぞ・・・///　愛の儀式を」とアイシャ。
「それは違うから！　それはたぶんアリスが・・・」

「のう？」とアリス。

「アイシャはおそらく半年か一年で、アリス商会に回収される。それまで、ここで余生を送らせ

てはもらえぬか？」

（そうか）



とティアラは楽しそうなアイシャを見て、思う。

（この楽しそうなアイシャが本物のアイシャ。ここで余生を送らせるのが、叔父様の考えだった

のね）

「って、わたしはおやつは人よりも多く食べるのが好きなんだよ！」とアイシャが叫んだ！



複利計算！＆自然対数！複利計算！＆自然対数！

「ねえねえ。アリス。ここが分からないんだけど？」

とティアラは店のカウンターで勉強を兼ねた読書をしながら、アリスに質問しました。

アリスは答えました。

「ふむ。なるほど。複利計算を対数を使って求める方法だな？」

と。

「そう」

「簡単にいえば、対数には常用対数と自然対数がある。常用対数は１０を対数の底とした対数。

自然対数は・・・ちょっと待ってくれ。面白い説明がある」とアリスは無表情にいいました。

「ティアラよ。複利は分かるな？」

「分かるよ。それぐらい」とぶーとふくれてティアラは答えました。

「では、一年で５％の利子をとるとしよう。１００ガルドの資金があれば、一年で１０５ガルド

の

資金となる。よいな？」

「う、うん」とティアラ。

「では、半年複利では？」

「半年ごとに２．５％の複利ね。ええと、ちょっとだけ大きくなるんじゃないかしら？」

「いかにも。１０５．０６ガルトじゃ」

「ええと。それで？」

「元金×（１+１/ｎ）＾ｎがなりたっているじゃろ？　このｎを増やすと、どうなる？」
「どんどんと増えるんじゃないかしら？」

「いや、じつは、２，７１あたりまでしか増えぬ。この定数を自然対数の底、eという」
「ということは、複利の回数を増やしても、もらえるお金には限界があるわけね？」

「その通り」とアリスは答えた。続けて。

「この特別な数、ｅを計算の基礎単位とする対数を、ｅを底とする対数。つまり自然対数とい

う」

「といっても、わたしたち商人に重要なのは、常用対数だけどね」とまた本とにらめっこ。

「まあそれもそうだ。乗法の世界の存在を加法の世界の存在に移し変えるところに、対数の醍醐

味がある。」

「なんか。専門的な話。じゃあ、あたしは勉強に戻るね。ありがと。アリス」

とティアラはいった。

「あーそんなとこにいましたのね！」とアイシャがいった。

「なにかしら？」「なんだ？」

「おやつを焼きましたわよ！」と機械人形のアイシャは豪快に笑った。



連続複利！＆休憩！連続複利！＆休憩！

アイシャがもってきた、おやつはタルトだった。イチゴとスグリのタルト。

三人が雑貨屋に置かれたテーブルで、おやつを食べていると、ぽつりとアリスがいった。

「さっきのネイピア数、つまり自然対数の底、ｅだけど、これは利子の計算にも使えるのよ？」

「ほ、ほへ」とティアラ。タルトを夢中で食べていたらしい。

「つまり、もともと自然対数の底、eは金利計算から発見されたのよ。」とアリス。
「このネイピア数、eを本格的に再発見された方は確か？」と機械人形のアイシャがお茶を飲みな
がら、いう。

「数学者のオイラーね」とアリス。

と、そこでお茶をアリスは飲むほすと。

「いい？」アリスはペンで数式を書き出す。

「まず１００ギルドあったとして、連続複利の考え方だと、１００ギルド*e（ネイピア数）^利率
＊年数として利子を出せるのよ？」

「本当？」

「ホント」「ホントですとも」

「ちなみにネイピア数は、だいたい２．７１ですわよ」とアイシャ。

「利率が６％だとすると、２７１ギルドに対して、利率の６％をかけて、１６．２６ギルドの利

子が生まれるわ」

「ま、あくまで近似計算だけどね」とアイシャ。

こうして、おやつタイムは過ぎていった。

（そこにしても、この子たち、物知りだなあ）

と、ティアラは思う。

（わたしも頑張らなくっちゃ。）

と、ティアラは誓うのだった。

「ちなみにこれは」と、おやつを食べて、しおらしくなった、アリスがいう。

「金利計算にも使われるわ」

「といいますと？」とティアラ。

ｒ＝logｅx
とアリスはペンで数式を書いた。

「細かいプロセスは省きますけれど、このｒが金利（利率）。xが運用額ね」とアイシャ。
「つまり金利を、自然対数から出せる。というわけね。」とアリス。

「なるほど。ホントだ」ティアラは手元の数表を見ながらいう。

こうしておやつの時間は終了した。



料理対決！？＆メイド喫茶！料理対決！？＆メイド喫茶！

「今日はブルスケットを作りませんと」と機械人形のアイシャが台所で調理をしているとき。

「勝負ですね！」とアリスたちがいうはずもなく。

じー。と。

じー。と。

ただ料理が出来上がるのを待っていた。

「アリスって無口なんだね」とティアラがいう。

「あら？　それは食い意地が張っている証拠ですわ」

「・・・違う」とアリス。

「あー、さっそく料理しませんと」とアイシャ。

「で、お店はどうなるのかな？」寂しい風が吹く雑貨屋のことを誰も気に止めるものもなく。

とそこに。

「郵便デース」と郵便が届いた。

「なになに」とティアラたちが読む。

"経営の建て直しはうまくいってるかな？
本日午後三時、視察に向かうので宜しく。

ティアラ・Ｌ・ブランケット"
「わたしの叔父様だわ！」

「ってしまったー！」とアイシャ。

「どうすればいいのだ・・・」

「とりあえず・・・料理を作りませんと」

「って、今１１時だよ！　もう遅いよ！」とティアラ。

「落ち着きなさい。なにか策があるはず」とアリス。

「そう。策？」「ないわ！」とツッコミが入る。

「あら。みんな自業自得じゃない」

「う。そうだけど・・・」

「ほら、いい考えがあるじゃありません？」

「なに・・・が？」とアリス。

「村の男たちをけし掛けて、この店が繁盛している様子を」

「無駄。だって会計監査だから」

「事実上」とティアラ。

「ではこうしよう！　ティアラの店はなかったことにする！」

「な、なんだそれは！？　わたしの店が・・・ない。会計的に？」

「それはいけません。見せるべきものは見せないと。それがアリスシリーズの良心というもので

すわ」とアイシャ。

「貴殿の口からそんな言葉が出るとは思わなかったが・・・とりあえず料理を食べないと」



「それですわ！」

というわけで、アイシャの発案で、料理対決が急遽、ティアラのお店で行われることになった。

「あ。叔父様！」とティアラ。三時ぴったりにスマートな男が雑貨屋に、入ってくる。

「やあやあ。元気にしていたかい。ってこれは！」そこに並べられたご馳走の数々。

「いらっしゃいませー。ご主人様」「さま」とアイシャとアリスがメイド服で出迎える。

「こ、これはどういうことだね？」

「はい。わたしたち、その！メイド喫茶なるものを始めまして」嘘である。

ティアラが引きつった笑顔で会釈する。

「素晴らしい！　ジェーントールマーン！！！！」

と叔父様もノリノリになってきた。

しかし。

「みんな、元気にしとるようだね」と冷静になった。

「あ、はい」とティアラ。

って肯定してどうするのよ！？

「わかった。わかった。じゃあ。普段の様子で構いませんので」と叔父様はにこやかにいう。

「なんで！」「わかった？」機械人形たち二人がそれぞれいう。

「君たちのことはよく分かっていますから」と叔父様がいう。

「まあ。そりゃそうだよね」とティアラ。

「もとのマスターですから」とアイシャ。

「茶番に乗らぬと・・・いうのだな？」

「はい」アリスに答える、元マスター。

「わかった。はい。これでメイド喫茶は本日閉店！」とアリス。

「料理はいただくけれどね。帰りがあるし。軽くつまむ程度かな」

と微笑んだ。



メイド喫茶！？＆本日開店！メイド喫茶！？＆本日開店！

と、真剣な顔になると、ティアラの叔父は改まっていいました。

「でも、これはいいアイデアかもしれないね」と。

「なにが？」「ですの？」とアリスとアイシャ。

「この店をメイド喫茶にするってこと。アイシャは料理が上手。アリスは村で人気がある」

「二人を使って、この雑貨屋を喫茶店にする。というのはどうだろう？」

「それは・・・」とアイシャ。

「改装費用は！？」とティアラ。

「大丈夫。ぼくが資金を出そう。どうせこのままでは宝の持ち腐れだ。一つここはチャンスにか

けてみようじゃないか？」

「おー」とアリス。

「わたしは・・・」とアイシャ。迷った表情だ。

（そうか・・・。アイシャは半年かそこらで回収されちゃうんだ。アリス商会に）

「大丈夫だよ。アイシャ。ぼくが君を守る。君の権利と自由を」

「わたしの身体。高いんでしょ？」とアイシャ。

「そうだね。一万ガルドかな？」

「い、一万ガルド！？」とティアラ。

「大丈夫。お金はあるところにはあるんだ。だから、ぼくは君たち、機械人形を守れる」とティ

アラの叔父はアイシャのすっかりと優しくなった、目を見ながら、いいました。

「ぐす」とアイシャ。

「いい話ですね」とアリス。

「分かりました」とアイシャ。

こうして、ティアラのお店は、アリスとアイシャのためのお店にもなった。

顧客は最初はまばらだったが、三人娘の熱心な働きぶりによって、次第に、街道沿いの料理屋、

＜アリスとアイシャのお店＞は繁盛するようになった。



エピローグエピローグ

とそんなある日の夜。

接客を終えて、二階に戻ってきた、ティアラは、アイシャとアリスが机の前で、二人仲良く、毛

布にくるまって、眠り込んでいるのを見かけました。

手にはペンを握って。すやすやと気持ちよさそうに眠っています。

きっと疲れたのでしょう。

（おやすみなさい）

とティアラは室内の灯りを消すと、自室に戻りました。

「父さん。あたし、やったよ」とティアラはそっと枕もとの肖像画に語り掛けました。

なにが変わった。というのでしょう？

それはティアラには分かりませんが、そっと父の肖像画が微笑む気配がありました。

「今日はもう寝なくちゃ！」とティアラは毛布に入り込みました。

明日という時間があることを感じながら。



ティアラの物語ティアラの物語

ゆっくりと夜の帳が下りていく。

その街道沿いの小さな店にいつもの風景がやってくる。

「さあ食事にしましょう」

とティアラがいう。

「わーい」「わー・・・いですの」とアイシャとアリス。

「はーい。骨付き肉は一人三切れまでですよー」とティアラ。

今日はティアラが料理番だ。

「わーい」「わー・・・いですの」とアイシャとアリス。

「あの。今日はちょっと練習してみたのよ？」

「なにを？」とティアラ。

「どっちがどっちでショー？」

「え？」

「台詞だけで・・・どっちがどっちでショー？」

「いや意味不明ですし」

「とにかく！この美しく聡明なアイシャと！」

「鈍重なカルダーノモデルのアリスが」

「どっちが」「どっちが」

「え、えと？」

「どっちで」「どっちで」

「ショー？」「しょー？」

「よく分かりません。だって、君たちいつも通りだよ？」とティアラ。

「そんなことは」「ない・・・はず」とアイシャとアリス。

「って骨付き肉！　お鍋が焦げちゃう！」とティアラが慌てて出て行く。

「どっちが」

「どっちで」

「ショー？」

二人は、変身！ごっこがしたいみたい？

仲良くなれてよかったね。



確率は六割？秘密の宝箱！確率は六割？秘密の宝箱！

ある日、カルダーノモデルのアリスは、優しい表情で、

ティアラが鍵穴のついた小さな"箱"を磨いているのを見かけました。
「なんですの？　それ」と声をかけたのは、アイシャです。

「うん、これはね・・・」とティアラはいいました。

「わたしのパパから貰ったものなの。子どものときに」とティアラ。

「まあ」「なんと」

「で、なかには何か？　入ってますの？」とアイシャ。

「分からないの」とティアラは少し寂しそうに答えました。

「鍵を失くしてしまったの。それに開け方も忘れちゃった。だから"分からないの"」とティアラ。
「なるほど。それなら、外側をこわせば！ってげふ」とアイシャはアリスに吹き飛ばされまし

た。

「それは・・・なんとなく・・・だめ」とアリス。

「まあ・・・そうですわね。この華麗なるアイシャ。失礼いたしました」と立ち直って、咳払い

するアイシャ。

「うん。たぶんダメ。そんな気がするの・・・」とティアラ。

「貸して」とアリスがいいました。

「鍵、探してあげる」とアイシャたちがいいました。

三人娘は物置を調べると、三種類の鍵を見つけました。赤、青、緑のおもちゃの鍵です。

「どれか一つかしら？」とアイシャは困ったようにいいました。

「たぶん鍵の組み合わせね」とアリスはその箱の鍵穴を見ながらいいました。

「組み合わせは３！＝六種類？」

「３カップ１で」とかなかなか議論が進みません。

「１－１/e？」とアリス。
「なんですか。それは」とティアラは困ったようにいいました。

「ｅはネイピア数よ。なんらかの数字を並べた場合、お互いの数の一つが、マッチする確率はた

とえ、その全体の数が、１０でも１００でも、無限の数でも、必ず６割以上の確率で、一つはあ

るってこと」とアイシャは答えます。

「へえ、五分五分じゃないんだ・・・」

「そうよ」とアイシャが優しげにいいました。

「がんばらなくちゃ。ね」とティアラ。

「そうだ・・・な」とアリス。

「ひとつひとつ試していくしかないわね」とアイシャはいいました。ところが。

三種類の鍵の、すべての組み合わせを、試しても、開かないのです。

三人が困っていると。

「分かった」とアリスは唐突にいいました。



"たからばこ"の秘密を。
見つけたのです。

「この鍵は閉めるために作られた鍵。本当の鍵はティアラ自身」

「わたし自身？」

「ほら。この鍵穴。複雑な模様のように見えるけれど・・・これを開いて・・・」

すると、宝箱のなかの螺旋（ねじ）がくるりと回りだし、綺麗なメロディーを響かせたのでし

た。

「これがパパが残してくれたもの」とティアラはいいました。

優しいメロディーが響き終わると、宝箱はもとの形に戻りました。

「このおもちゃの鍵は閉めるための鍵。開けるための鍵は箱そのものにあったのね」とアリスは

いいました。

「復号キーと暗号キーですわね」とアイシャが難しい言葉でいいました。

「じゃあ今夜は料理ですわ！」


